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人
　
権

人
権
デ
ー
　
12
月
10
日
　
●

人
権
週
間
　
12
月
4
日
〜
10
日

す
べ
て
の
人
間
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
、
尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て

平
等
で
あ
る

（
世
界
人
権
宣
言
第
1
条
抜
粋
）

人
権
ま
も
る
く
ん
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人
　
権

1
9
4
8
年(

昭
和
23
年)

12
月
10
日
、「
世

界
人
権
宣
言
」
が
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
毎
年
12
月
10
日

を
「
人
権
デ
ー
」
と
し
、
全
国
で
人
権
擁
護

活
動
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
人
権
」
と
は
、
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
す
べ
て
の
人
が
持
っ

て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
す
。

し
か
し
、
世
の
中
に
は
、
い
わ
れ
の
な
い

差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
を
築
く
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
差
別
や

偏
見
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
考
え
る
こ

と
が
第
1
歩
で
す
。

そ
こ
で
、
福
岡
法
務
局
と
福
岡
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、「
す
べ
て
の
人
の
心
が

通
じ
合
い
、
21
世
紀
に
人
権
尊
重
の
輪
が
広

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
、
次

の
よ
う
な
人
権
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

強
調
事
項

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う
○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ

う

正
し
く
理
解
し
よ
う�
正
し
く
理
解
し
よ
う�

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
、
近
隣
同
士
の
ト

ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、
一
人
で
悩

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
県
下
一
斉
無
料
電
話
相
談

日
時

12
月
6
日
(土)

午
前
9
時
〜
午
後
8
時

相
談
電
話

7
0
1
2
0(

9
3
9
3)

2
2

※
　
市
外
局
番
が
「
0
9
7
9
」
の
地
域

や
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
は
通
話
で

き
ま
せ
ん
。

○
法
務
総
合
相
談
所

日
時

12
月
10
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

(

受
付
　
午
前
9
時
〜)

場
所

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

5
―

5
―

18
）

相
談
員

▽
弁
護
士
▽
公
証
人
▽
人
権
擁

護
委
員
▽
法
務
局
職
員

※
　
弁
護
士
の
相
談
は
先
着
順
で
、
人
数

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

(
922)
2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

○
特
設
人
権
相
談

日
時

毎
月
第
1
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室

FAX

相
談
し
て
く
だ
さ
い�
相
談
し
て
く
だ
さ
い�

～私たちの街の人権擁護委員～
いじめ、体罰、家庭問題など、みなさんの気軽な相談相手と

してこれらの悩み解決に向けたアドバイスを行っています。
相談は無料で、秘密は厳守します。

（12月1日現在・敬称略）�

氏　名（地区名）� 電話番号�

591―0229(5兼用)�

595―0846(5兼用)�

571―5225(5兼用)�

591―7606�

585―3886(5兼用)�

595―1432(5兼用)�

501―3702(5兼用)

白水　欣哉（小倉）�

森山　利　（松ヶ丘）�

福島　恭輔（泉）�

別府るみ子（春日原北町）�

籾井　勇次（ちくし台）�

松川　瑞惠（塚原台）�

齊野知恵子（紅葉ヶ丘東）�

しろうず�

もりやま� としのり�

ふくしま�

べ っ ぷ �

も み い �

まつかわ�

さ い の �ち　え　こ�

み ず え �

ゆ う じ �

こ�

きょうすけ�

き ん や �
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4
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
人
権
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

○
福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

日
時

12
月
7
日
(日)

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
3
時
30
分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3
―

1
―

7
）

内
容

▽
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク

演
題

「『
風
の
舞
』
の
制
作
か
ら
見
え

て
き
た
も
の
」

講
師
　
宮
崎

み
や
ざ
き

信
恵

の
ぶ
え

さ
ん(

映
画
監
督)

▽
全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福

岡
県
大
会
優
秀
作
品
の
発
表

▽
朗
読
公
演

演
題

「
〜
ふ
る
さ
と
・
愛
・
平
和
を

願
っ
て
〜
賢
治
童
話
の
世
界
」

講
師
　
林

は
や
し

隆
三

り
ゅ
う
ぞ
う

さ
ん(

俳
優)

問
い
合
わ
せ
先

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン

タ
ー

(

584)

1
2
7
1

(

584)

1
2
7
3

FAX

○
人
権
週
間
・
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
記

念
事
業
2
0
0
3

平
成
11
年
に
春
日
市
が
制
定
し
た
「
男

女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
を
記
念
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

12
月
13
日
(土)

午
後
1
時
〜

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大
谷

6
―

24
）

内
容

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
「
オ
カ
リ

ナ
＆
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
」

▽
男
女
平
等
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▽
基
調
講
演
会
「
私
が
個

わ
た
し

ら
し
く
、
い
き

い
き
と
生
き
る
た
め
に
」

講
師
　
納
富

の
う
と
み

昌
子

ま
さ
こ

さ
ん
（
R

K
B
毎
日

放
送
(株)
事

業
部
専
門

部
長
）

※
　
ロ
ビ
ー
で
パ
ネ
ル
な
ど
も
展
示
し
ま

す
。当

日
は
託
児(

無
料)

や
手
話
通
訳
を

行
い
ま
す
。
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、

12
月
5
日
(金)
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策

課
男
女
共
同
参
画
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う�
い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う�

問
い
合
わ
せ
先
　
人
権
女
性
政
策
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

市は、みなさんに人
権問題を正しく理解し
てもらうため、毎年啓
発冊子「ひまわり」を
発行し、各家庭に配っ
ています。これを読ん
で、家族で人権につい
て話し合ってみません
か。

「ひまわり」を発行
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い

（
日
本
国
憲
法
第
14
条
第
1
項
）

▲昨年版の「ひまわり」
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市が行う競争入札は、登録業者でなければ参加す
ることができません。
登録を希望する業者は、申請してください。
ただし、営業経歴が過去２年以上あることなどの
条件があります。詳しくは要項で確認してください。

受付期間
建設工事

平成16年１月13日(火)～23日(金)
建設コンサルタントおよび物品・役務

1月26日(月)～2月13日(金)（土・日祝日は除く）

▽
�

▽
�

受付時間 午前9時～11時、午後1時～3時30分
受付場所 市役所6階602会議室　
提出方法 受付期間中に申請書を提出する（建設工事

のみ郵送可）
※　要項と申請書は、12月15日(月)以降、春日市ホ
ームページからダウンロード(印刷)するか、財政課
で購入(１部200円)してください。

有効期間 平成16年4月1日～平成18年3月31日
問い合わせ先 財政課契約担当
(584)1111 (584)1145FAX

平成16・17年度一般(指名)競争入札

参加資格審査申請受付

市からのお知らせ�

始
ま
り
ま
す

平
成
16
年
度
保
育
所(

園)

入
所
申
込
受
付

平
成
16
年
4
月
１
日
か
ら
市
内
の

保
育
所(
園)
に
入
所
を
希
望
す
る
人
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
乳
幼
児

▽
生
後
51
日(

一
部
の
保
育
所
で
は
生

後
3
カ
月)

か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳

幼
児

▽
保
護
者
の
仕
事
や
病
気
な
ど
の
理

由
で
、
家
庭
で
保
育
を
受
け
ら
れ

な
い
乳
幼
児

※
　
現
在
、
入
所
中
で
継
続
を
希
望

す
る
人
や
待
機
中
の
人
も
す
べ
て

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間

12
月
1
日
(月)
〜
平
成
16

年
1
月
16
日
(金)

受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時

受
付
場
所

▽
新
規
希
望
者
　
市
役
所
こ
ど
も
未

来
課

▽
継
続
希
望
者
　
入
所
し
て
い
る
保

育
所(

園)

※
　
申
込
用
紙
は
、
12
月
１
日
(月)
か

ら
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課
、
各
保

育
所(

園)

で
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
職
場
復
帰
な
ど
で
年
度

途
中
の
入
所
を
希
望
す
る
人
も
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
保

育
所
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

7
7
3
9

FAX

保育所(園)一覧�

保育所(園)名� 住　所� 連絡先�

春日原保育所�
春日原北町�
1―3―2

　(571)0153�
　(571)0154

岡本保育所� 岡本1―89
　(591)3617�
　(591)3629

昇町保育所� 昇町3―159
　(571)1915�
　(571)1935

大和保育所� 大和町�
1―4―1

　(571)3267�
　(571)3339

白水保育所� 下白水南�
3―68

　(582)2657�
　(586)0660

あいあい保育園�白水ヶ丘�
1―12―3

　(915)7555�
　(915)7557

まみぃ保育園�大土居�
1―97―2

　(588)7300�
　(581)1688

須玖保育所� 須玖南2―120
　(501)3090�
　(501)3093

春日東保育所�光町1―73
　(591)1918�
　(571)0403

若竹保育園� 桜ヶ丘4―6
　(591)6023�
　(582)7966

春日中央保育園�昇町6―109

かすがばる�

おかもと�

す　ぐ�

しろうず�

わかたけ�

かすがひがし�

かすがちゅうおう�

やまと�

のぼりまち�

　(581)8640�
　(584)0304
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1981年(昭和56年)12月9日、国際連合で「障害者
の権利宣言」が採択されたことにちなんで制定され
たのが｢障害者の日｣です。
障害者の福祉への関心と理解を深めるため、また
障害者が社会や経済、文化など、あらゆる分野の活
動に積極的に参加する意欲を高めるため、さまざま
な催しを行います。
参加は無料です。
○講演会
日時 12月6日(土) 午後1時30分～3時
会場 いきいきプラザ視聴覚室（昇町1―120）
演題 「障害者が豊かに暮らすために」
講師 仲光

なかみつ

志賀子
し が こ

さん(筑穂
ち く ほ

町
まち

健康福祉総合センタ
ー長)

※　手話通訳を行います。
○障害者スポーツ大会
春日市身体障害者福祉協会によるテニスやグラ
ウンドゴルフ、水泳の大会です。障害の有無に関
わらず、誰でも参加できます。
日時 12月7日(日) 午前9時～午後5時
場所 市民スポーツセンター（大谷6―28）

○街頭啓発
西鉄春日原駅やJR春日駅など市内5カ所で、リー
フレットと啓発物品を配布します。
日時 12月8日(月)・9日(火) 午後3時～

問い合わせ先 高齢障害課障害担当
(584)1111 (584)3090FAX

国
民
年
金
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

12月9日は｢障害者の日｣

講演会やスポーツ大会を行います

みんなできんしゃい！

市民活動まちづくり懇談会
福祉や子育て、環境、まちづくりなどさまざまな市
民活動団体が集まって、春日のより良いまちづくりの
ための意見やアイデアを出し合いながらネットワーク
づくりをします。
今回は、「市民活動のためのセンターづくり」と題
して、ワークショップを行います。
気軽にご参加ください。
日時 12月6日(土) 午後2時～5時
会場 市役所大会議室
問い合わせ先 地域づくり課
(584)1111 (584)1153FAX

1
年
間(

1
月
〜
12
月)

に
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
や
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
は
、
そ
の
年
の

所
得
税
や
市
民
税
の
算
定
の
と
き
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
そ
の
領
収
書

や
納
付
証
明
な
ど
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

○
納
付
証
明(

申
告
用)

平
成
14
年
度
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
は
、
国

(

社
会
保
険
庁)

が
徴
収
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
は
保
険
料
を
記
載
し
た
納
付

証
明
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
告

の
際
に
は
、
領
収
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紛
失
な
ど
で
納
付
証
明
が
必
要
な
場

合
は
、
南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所
（
1(

552)

6

1
1
1
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
　
こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
年
金
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

FAX
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楽しみながら子育てしてもらおうと、
乳幼児とその保護者を対象に毎週木曜
日、岡本公民館で絵本の読み聞かせが行
われています。
育児支援ボランティアが行っているも
ので、絵本は主に市民図書館の貸し出し
を利用し、地域文庫としての貸し出しも
行っています。
同ボランティアの山部

やまべ

佐恵子
さ え こ

さんは、
「親自身も、読み聞かせるだけでなく、
聞くことも楽しんでみませんか。私も
時々、高校生の娘に読んでもらうんです
よ」とその楽しさを説いています。
なお、市内にはこのようなおはなし会
が16カ所で行われています。皆さんも
利用してみませんか。

(広報レポーター　山脇
やまわき

友子
と も こ

)

11月8日、春日・大野城・那珂川
消防本部で｢消防フェスティバル｣が
行われました。
これは、秋季火災予防運動にちな
み、管内の住民を対象に行ったもの。
当日は、約200人もの親子でにぎわ
いました。
子どもたちは、めったに乗ること
のできないはしご車に試乗したり、
実際に放水を体験したりして、楽し
みながら防災を学んでいました。

おはなしのへや・ひまわり
岡本公民館

はしご車にも乗ったよ
消防フェスティバル（防災楽習塾）

須玖小学校では、毎年1回、PTAの文化委員会が
子育て関係に関する成人講座を開催しています。
今年は、｢Groupえふ～CAPワーキンググルー
プ｣を招いて、｢のぞいて・もどって・子どもの世
界｣と題して、誰もが持っている｢安心｣｢自信｣｢自
由｣の権利を、子どもの立場で考えるワークショッ
プが行われました。
参加者からは、｢子どもにもぜひ聞かせてあげた
い｣との声もあり、親子で子どもの人権について話
し合うきっかけとなったようです。

（広報レポーター　福山
ふくやま

正美
ま さ み

）

｢のぞいて・もどって・子どもの世界｣
須玖小学校PTA成人講座

講
義
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ(

役
割
劇)

も
交

え
て
行
わ
れ
ま
し
た

▲

は
じ
め
て
の
は
し
ご
車
に
親
子
で
大
喜

び
！
▲

▲感情のこもった読み聞かせにみんな夢中

グ ル ー プ キャップ



11月3日の春日市表彰式で、文化芸術活動にめざましい
功績をもつ市民として表彰されたのが、ピアニストの大坪
由里さんです。この夏、留学先のイタリアで開催された
「第19回ビオッティ・バルセイジア国際音楽コンクール」
で「最も表現力のある演奏家」に贈られる特別賞に輝きま
した。
同時に“最も聴衆に評価された“ことを意味するこの賞
は、大坪さんがいかに音楽好きなイタリア国民に受け入れ
られたピアニストであるかも証明しました。
「留学が決まって初めて訪れたイタリアなのに、不思議
なくらい違和感がなかったんですよ。楽天的な性格だか
ら」。市の表彰式後、こう明るく取材に応じてくれる大坪
さんから、イタリアの風土にもすぐ馴染

な じ

んだおおらかさが
伝わってきます。

春日市に生まれ育った大坪さんは、4歳でピアノを始め、
春日西小学校、同中学校から筑紫女学園高校を経て武蔵野

む さ し の

音楽大学に進学。ここを首席で卒業した後、国内のコンク
ールで数々の受賞を重ねながら、1999年、イタリアに留
学しました。さらに2000年には「平成12年度文化庁派遣
芸術家研修員」に合格して同地に国費留学。現在も引き続
き「リクルートスカラシップ生」として勉学に励む傍ら、
いくつもの国際コンクールで優勝し、劇場公演やテレビに
も出演する活躍ぶりです。
寸暇を割いた今回の里帰りも、母校に恩師を訪ねたり、
大学の親友とコンサートを開いたりと大忙し。しかし、表
彰式に臨んで懐かしい博多弁にふれたとき、永く春日市を
離れて暮らす大坪さんに、ふるさとに帰ってきた実感が湧
いた、といいます。
「弥生

やよい

の里ジュニア音楽コンクール」の話題になると、
子ども時代を懐かしむように「常に音を楽しむ心を忘れず
に、がんばり続けてください」と後に続く子どもたちに励
ましのメッセージ。残念ながら、今回は機会がありません
でしたが、きっと近い将来、スプリングホールでその名演
奏を聞かせてくれることでしょう。
久しぶりに両親と過ごしたこの滞在もつかの間、あわた
だしくイタリアに戻る大坪さんですが、意外にも「久々に
帰国しても、すぐにイタリアが恋しくなるんです」と、心
はもう彼

か

の地に。その表情も世界を舞台に活躍するピアニ
ストに戻っています。
留学もこれから終盤に入り、来年8月に帰国してからが
大坪さんの本格的な演奏活動の始まりです。郷土の誇りと
するピアニストに、ふるさとからエールを送り続けます。
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春日市表彰式が、11月3日、ふれあい文化センターで行
われました。
これは、政治、経済、福祉、教育、文化などの分野で、
市に貢献した人や市民の模範と認められた人を表彰するも
ので、今年は20人が受賞しました。
受賞者は、次のとおりです。

（順不同、敬称略）
自治功労表彰
古賀恭子 舩越妙子

自治表彰
北田　織 神　朗博 白水政昭 福田　靖 向野昌
猪口　功 又吉淳一

市民功労表彰
伊藤誠一郎 篠原比呂志 田　稔 木次郎
林　清美 井上利親 前田一枝▽

�

▽
�

▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

市民活動表彰
吉原 治 大友　勝 稲永武道

市民文化賞
大坪由里▽

�

▽
�

▽
�

▽
�

第16回春日市表彰式
市に貢献のあった人たちを表彰

イタリアの国際コンクールで快挙
春日市出身のピアニスト 大大大大坪坪坪坪

お お つ ぼ

由由由由里里里里
ゆ り

さん（泉）

むかいのまさくに

こ　が　きょうこ ふなこしたえこ

きただ のぼる こう　　あきひろ ふくだ　　やすし

いのくち　 いさお またよしじゅんいち

いとうせいいちろう しのはらひ　ろ　し

しろうずまさあき

た か き じ ろ う

はやし

よ し は ら ひ ろ じ おおども まさる いねながたけみち

おおつぼ ゆ　り

き よ み いのうえとしちか ま え だ か ず え

ひ ろ た みのる
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王
者
レ
オ
の
愛
と
勇
気
が
ジ
ャ
ン
グ

ル
を
救
う
感
動
の
物
語
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

12
月
14
日
(日)

①
午
前
10
時
〜
②
午
後
1
時
〜

※
　
上
映
時
間
は
1
時
間
39
分
で
す
。

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

定
員

各
2
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
な
ど
の
使
い
方
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
を
教
え
ま
す
。

日
程

平
成
16
年
1
月
9
日
〜
2
月
6

FAX

日
の
毎
週
金
曜
日(

全
5
回)

時
間

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室(

大
谷
6
―

28)

受
講
料

1

0
0
0
円

定
員

18
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

12
月
26
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
住

所
、電
話
番
号
、年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

○
ゆ
っ
く
り
ア
ク
ア
教
室(

高
齢
者
・

初
心
者
向
け)

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

平
成
16
年
1
月
6
日
〜
3
月

9
日
の
毎
週
火
曜
日
（
1

月
20
日
、
2
月
17
日
を
除

く
計
8
回
）

時
間

午
後
2
時
〜
4
時

参
加
費

2

0
0
0
円

定
員

30
人

○
脂
肪
燃
焼
ア
ク
ア
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

1
月
9
日
〜
3
月
26
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
12
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

3

0
0
0
円

FAX

定
員

30
人

○
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
水
泳
教
室

対
象

18
歳
以
上
で
、
ク
ロ
ー
ル
で

25
m
泳
げ
る
人

日
程

1
月
14
日
〜
3
月
10
日
の
毎

週
水
曜
日
（
2
月
11
日
を

除
く
計
8
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

2

0
0
0
円

定
員

20
人

○
小
学
生
水
泳
教
室

対
象

水
や
泳
ぎ
が
苦
手
な
児
童

日
程

1
月
10
日
〜
3
月
27
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
12
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

3

0
0
0
円

定
員

20
人

○
夜
の
水
泳
教
室

対
象

18
歳
以
上
で
、
水
や
泳
ぎ
が

苦
手
な
人

日
程

1
月
16
日
〜
3
月
5
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
8
回
）

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

参
加
費

2

0
0
0
円

定
員

20
人

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

申
込
方
法

12
月
14
日
(日)
午
後
5
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
直
接
窓
口
で
希
望
教
室

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
小
学
生

は
学
年
も
）、
性
別
、
電
話
番

号
、
当
プ
ー
ル
教
室
参
加
経
験

の
有
無
を
伝
え
る

※
　
い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

(

915)

3
5
0
0

(

585)

1
6
3
4

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

日
時

12
月
10
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

FAX FAX

が
対
象
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

12
月
17
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
物

▽
母
子
健
康
手
帳
▽

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ(

持
っ
て

い
る
人
の
み)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え
る
家
族
が

対
象
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

毎
月
第
2
火
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

(

大
野
城
市
白
木
原
3
―

5
―

25

県
筑
紫
総
合
庁
舎
内)

申
込
方
法

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
保

健
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

(

513)

5
5
8
5

(

592)

8
4
4
4

FAX FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
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春
日
市
役
所�

イ
ベ
ン
ト

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」

親
子
映
画
会

な
ま
っ
た
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

参
加
し
ま
せ
ん
か

温
水
プ
ー
ル
教
室

ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

子
育
て

「
病
気
と
予
防
接
種
」

子
育
て
教
室

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

歯
み
が
き
教
室

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室
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お誕生日おめでとう

平成13年12月22日生

池
田
湧
勁

い
け
だ
ゆ
う
け
い

ち
ゃ
ん(

大
土
居)

平成12年12月5日生

須
藤
旺
大

す
ど
う
お
う
だ
い

ち
ゃ
ん(

須
玖
南)

平成13年12月12日生

国
武
飛
冴

く
に
た
け
ひ
ゅ
う
が

ち
ゃ
ん(

春
日
原
東
町)

平成13年12月27日生

吉
牟
田

よ
し
む
た

夏
帆
か

ほ

ち
ゃ
ん(

日
の
出
町)

平成14年12月6日生

藤
野
ふ
じ
の

日
向
子

ひ

な

こ

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
12
月
5
日
(金)

「
胆
道
・
膵
臓
の
話
」

岩
永
真
一
さ
ん(

外
科
医
長)

▽
12
月
12
日
(金)
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

医
療
」

河
野
輝
昭
さ
ん(

院
長)

▽
12
月
19
日
(金)
「
生
活
習
慣
病
の
予

防
」

江
口
ミ
チ
子こ

さ
ん(

看
護
部

長)

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
6

階
講
堂(

須
玖
北
4
―

5)

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(

573)

1
7
3
3

糖
尿
病
の
予
防
の
た
め
、
血
糖
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

で
、
1
年
以
内
に
受
け
た
健
康

診
断
や
血
液
検
査
の
結
果
表
を

提
出
で
き
る
人 FAX

▽
空
腹
時
の
血
糖
値
が
1
1
0
以
上
1

2
6
未
満

▽
H
b
A
1
c
値
が
5
・
8
以
上
7
・

0
未
満

日
程
・
内
容

▽
1
月
8
日
(木)

血
糖
検
査
・
健
康
チ

ェ
ッ
ク
・
講
義「
糖
尿
病
に
つ
い
て
」

▽
1
月
15
日
(木)

体
力
測
定

▽
1
月
22
日
(木)

運
動
講
義
「
糖
尿
病

予
防
の
た
め
の
運
動
方
法
」

▽
1
月
29
日
(木)

運
動
実
技

▽
2
月
5
日
(木)

栄
養
講
義
「
糖
尿
病

予
防
の
食
事
に
つ
い
て
」

▽
3
月
25
日
(木)

血
糖
検
査
・
健
康
チ

ェ
ッ
ク

※
　
そ
の
他
い
き
い
き
ル
ー
ム
の
フ
リ

ー
コ
ー
ス
体
験
や
個
別
栄
養
相
談
も

行
い
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

受
講
料

1

0
0
0
円

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

12
月
1
日
(月)
〜
15
日
(月)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

血
糖
値
、
H
b
A
1
c
の
値
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

母
子
・
父
子
家
庭
に
対
す
る
子
育
て

支
援
の
日
常
生
活
支
援
事
業
と
し
て
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
家
庭
生
活

支
援
員
」
の
養
成
研
修
会
で
す
。

託
児
も
行
い
ま
す
。

対
象

全
日
程
受
講
で
き
る
20
歳
〜
69

歳
の
人

期
間

平
成
16
年
1
月
20
日
(火)
〜
3
月

7
日
(日)
の
う
ち
11
日
間
（
2
日

間
の
実
習
込
み
・
計
30
時
間
）

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3

―

1
―

7
）

受
講
料

1

0
0
0
円
程
度
（
教
材

費
と
し
て
）

定
員

50
人(

申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

FAX

申
込
方
法

12
月
18
日
(木)(

必
着)

ま
で

に
、
申
込
用
紙
を
提
出
す
る

※
　
申
込
用
紙
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課

と
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
（
〒
816
―

0
8
0

4
原
町
3
―

1
―

7
）

(

584)

3
9
2
2

(

584)

3
9
2
3

55
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

講
座
内
容

▽
基
礎
操
作
▽
文
書
作
成

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▽
電
子
メ

ー
ル
▽
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
作

成
▽
家
計
簿
作
成

コ
ー
ス
・
日
時
・
場
所

▽
高
齢
者
⑧
・
⑨

平
成
16
年
1
月
7
日
(水)
〜
９
日
(金)
、

13
日
(火)
〜
16
日
(金)
、
19
日
(月)

⑧
午
前
9
時
〜
正
午

⑨
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

▽
高
齢
者
⑩

1
月
29
日
(木)
、
30
日
(金)
、
2
月
2
日

FAX

(月)
〜
6
日
(金)
、
9
日
(月)

午
前
9
時
〜
正
午

市
役
所
2
0
8
会
議
室

受
講
料

1

0
0
0
円
（
教
材
費
）

定
員

5
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

抽
選)

申
込
方
法

12
月
12
日
(金)
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
希
望
の
コ
ー
ス
名

（
第
3
希
望
ま
で
）
を
伝
え
る

※
　
返
信
面
に
は
、
自
分
の
住
所
、
氏

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
は
1
人
1
枚
に
限
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課

I
T
推
進
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX

情
報
ひ
ろ
ば

10

受
講
生
募
集

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
教
室

講
演
・
講
座

受
講
者
追
加
募
集

高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

家
庭
生
活
支
援
員
養
成
研
修
会

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院

健
康
教
室



今
後
、
随
時
、
訪
問
調
査
な
ど
で
状

況
確
認
を
行
い
、
結
果
次
第
で
は
、

「
利
用
の
中
止
」
や
「
ほ
か
の
サ
ー
ビ

ス
と
の
組
み
合
わ
せ
や
変
更
」
を
お
願

い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

が
対
象
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

12
月
13
日
(土)

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

場
所

か
す
が
の
郷
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー(

塚
原
台
3
―

1
2
9
）

講
師

林
田
浩
子
さ
ん(

ア
ク
ト
リ
ハ

ビ
リ
理
学
療
法
士)

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(
595)
8
1
8
8

5(

595)

6
3
6
1

介
護
保
険
運
営
協
議
会
を
傍
聴
し
ま

せ
ん
か
。

こ
の
協
議
会
は
、
市
が
介
護
保
険
制

度
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め
に
設

け
て
い
る
も
の
で
、
介
護
保
険
事
業
計

画
の
進
み
具
合
や
、
介
護
保
険
に
関
す

る
重
要
な
事
項
を
調
査
、
審
議
す
る
た

め
に
年
4
回
程
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

FAX

日
時

12
月
25
日
(木)

午
後
2
時
〜
4
時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

定
員

20
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

介
護
保
険
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

日
ご
ろ
の
文
化
活
動
や
そ
の
成
果
を

発
表
し
ま
せ
ん
か
。

文
化
・
芸
術
に
関
す
る
講
演
や
実

演
、
体
験
指
導
な
ど
を
1
回
完
結
の
形

で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
容

▽
郷
土
史
▽
音
楽
▽
美
術
▽
演

劇
▽
映
像
▽
文
学
▽
文
芸
▽
工

芸
▽
民
芸
▽
祭
・
風
習
▽
ま
ち

づ
く
り
▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

時
間

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

※
　
日
程
は
、協
議
の
上
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
募
集
要
項
は
市
社
会
教
育

課
（
大
谷
6
―

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

(財)
ア
ク
ロ
ス
福
岡

文
化
観
光
情
報
ひ
ろ
ば
（
福
岡

市
中
央
区
天
神
1
―

1
―

1
）

(

725)
9
1
0
1

(

725)

9
1
0
2

FAX FAX

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

会
場

福
岡
商
工
会
議
所
2
階(

福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
2
―

9
―

28)

受
講
料

▽
昼
の
部
　
2
万
円

▽
夜
の
部
　
1
万
8

0
0
0
円

定
員

各
20
人(

申
込
先
着
順)

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

(
671)
6
8
3
1

(

672)

2
1
3
3

配
食
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
自
宅
で
生
活

す
る
高
齢
者
や
障
害
者
の
う
ち
、
調
理

や
買
い
物
な
ど
が
困
難
な
人
に
食
事
の

提
供
を
行
い
、
同
時
に
安
否
を
確
認
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
で
、
食
生
活
や
料
理
に
無
関
心
に

な
っ
た
り
、
外
出
の
機
会
が
減
っ
た
り

し
て
、
身
体
状
況
が
悪
化
す
る
場
合
も

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
利
用
者
の
身
体
状
況
に
合

わ
せ
た
「
調
理
指
導
」
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

FAX

注
意
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す

災
害
に
遭
う
な
ど
の
特
別
な
事

情
が
な
い
の
に
、
1
年
以
上
国
保

税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
保
険

証
は
返
し
て
も
ら
い
、
代
わ
り
に

資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

資
格
証
明
書
と
は

通
常
、
保
険
証
で
病
院
を
受
診

す
る
と
、
一
部
負
担
金
の
支
払
い

だ
け
で
済
み
ま
す
。
し
か
し
、
資

格
証
明
書
の
場
合
、
医
療
費
全
額

(

10
割)

の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
で
受
診
し
た
と
き
は

申
請
す
れ
ば
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
1
年
6
カ
月
以
上
国

保
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
に
は
、

払
い
戻
し
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

い
っ
た
ん
差
し
止
め
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
、
国
保
税
を
納

付
し
な
い
と
き
に
は
、
差
し
止
め

て
い
る
払
い
戻
し
分
を
、
滞
納
し

て
い
る
国
保
税
に
充
て
ま
す
。

※
　
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
早

め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
税
徴
収
担
当

(

584)

１
１
１
１

(

584)

１
１
４
１

FAX

国
保
い
ろ
い
ろ

情
報
ひ
ろ
ば

11

福
　
祉

見
直
し
ま
す

配
食
サ
ー
ビ
ス（
福
祉
給
食
）

「
福
祉
用
具
」
に
つ
い
て

介
護
者
教
室

成
人
が
対
象
の
無
料
公
開
講
座
で

す
。

日
時

12
月
17
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

講
師

泉

好
春
さ
ん
（
福
岡
教
育

事
務
所
）

※
　
託
児(

2
0
0
円
・
申
込
先
着
10

人)

や
手
話
通
訳(

無
料)

を
希
望
す

る
人
は
、
12
月
10
日
(水)
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
･
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

○「
ワ
ー
ド
＆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」講
座

日
程

平
成
16
年
1
月
13
日
〜
28
日

(

土
・
日
曜
日
、
21
日
(水)
を

除
く
計
11
日)

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

(

福
岡
市
東
区
千
早
5
―

2
―

24)

受
講
料

2
万
5

0
0
0
円

○
「
エ
ク
セ
ル
」
講
座

日
程

1
月
15
日
(木)
〜
26
日
(月)

※
　
時
間
は
、
昼
の
部(

計
8
日)

と

夜
の
部(

計
10
日)

が
あ
り
ま
す
。

FAX

FAX

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

春
日
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

「
考
え
よ
う
　
私
と
あ
な
た
の
人
権
」

中
央
公
民
館
教
養
講
座

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

パ
ソ
コ
ン
講
座

募
　
集

発
表
者
募
集

ア
ク
ロ
ス
・
文
化
で
あ
い
塾



きいて�きいて�

お誕生日おめでとう

２月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
01月5日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成14年12月10日生

黒
田
く
ろ
だ

宝
心
と
も
み

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

平成14年12月3日生

百
武

ひ
ゃ
く
た
け

美
晴
み
は
る

ち
ゃ
ん(

宝
町)

平成14年12月28日生

和
田
わ

だ

美
紀
み
こ
と

ち
ゃ
ん(

宝
町)

平成14年12月24日生

平
田
寛
奈

ひ
ら
た
か
ん
な

ち
ゃ
ん(

春
日
原
東
町)

情
報
ひ
ろ
ば

12

新
築
ま
た
は
既
存
の
県
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

12
月
1
日
(月)
〜
9
日
(火)

※
　
詳
し
く
は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
案
内
書
は
、
申
込
期
間
中
、

市
管
財
課
と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇

町
1
―

1
2
0)

に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

(

713)

1
6
8
3

(

722)

1
1
8
1

岐
阜
県
朝
日
村
で
は
、
村
の
名
に
ち

な
ん
で
、
美
し
い
朝
日
の
風
景
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

▽
平
成
13
年
1
月
1
日
以
降
に
国
内
で

撮
影
し
た
「
朝
日
の
風
景
」
で
、
未

発
表
ま
た
は
発
表
予
定
の
な
い
も
の

▽
プ
リ
ン
ト
写
真
の
み(

デ
ジ
タ
ル
写

真
、
合
成
写
真
は
不
可)

▽
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
り(

ワ
イ
ド
四
つ

FAX

切
り
可)

▽
単
写
真
の
み(

組
み
写
真
は
不
可)

※
　
規
格
外
の
サ
イ
ズ
や
台
紙
・
パ
ネ

ル
な
ど
に
は
っ
た
作
品
は
失
格
で

す
。

応
募
方
法

平
成
16
年
1
月
31
日
(土)

(

当
日
消
印
有
効)

ま
で
に
、
作

品
名
、
作
品
説
明
、
撮
影
場
所
、

撮
影
日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
書
い
た
紙
を
作
品

の
裏
面
に
は
り
、
作
品
の
「
天
」

と
「
地
」
を
書
い
て
送
る

賞▽
グ
ラ
ン
プ
リ(

1
点)

賞
金
30
万
円

▽
金
賞(

3
点)

賞
金
20
万
円
ほ
か

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

「
日
本
の
朝

日
」
実
行
委
員
会
事
務
局(

〒

509
―

3
3
2
5
岐
阜
県
大
野
郡

朝
日
村
万
石
8
0
0
朝
日
村
役

場
企
画
振
興
課
内)

0
5
7
7(

55)

3
3
1
1

0
5
7
7(

55)

3
3
0
3

http://w
w
w
.hidaasahim

ura.net

公
認
会
計
士
や
弁
護
士
、
司
法
書
士

な
ど
で
構
成
す
る
「
福
岡
専
門
職
団
体

連
絡
協
議
会
」
の
無
料
相
談
会
で
す
。

日
時

12
月
6
日
(土)

正
午
〜
午
後
4
時

(

受
付
　
午
後
3
時
30
分
ま
で)

会
場

あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂(

福
岡
市

中
央
区
舞
鶴
2
―

5
―

1)

相
談
内
容

▽
相
続
▽
多
重
債
務(

サ

ラ
金
な
ど)

▽
雇
用
▽
介
護
保

険
▽
税
金
▽
登
記
▽
特
許
▽
許

FAX

認
可
▽
不
動
産
▽
年
金
▽
成
年

後
見
▽
企
業
会
計
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
事
務
局

(

741)

5
7
8
0

(

731)

5
2
0
2

市
内
の
建
設
業
者
で
構
成
す
る
「
春

日
市
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
、
家
の

増
改
築
か
ら
建
具
の
修
繕
ま
で
、
住
宅

全
般
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
先

▽
春
日
市
す
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー

（
春
日
市
商
工
会
内
）

(

581)

1
4
0
7

(

575)

0
7
0
2

▽
春
日
那
珂
川
民
主
商
工
会

(

573)

0
9
0
4

(

573)

0
9
6
1

▽
福
岡
建
設
春
日
市
住
宅
セ
ン
タ
ー

(

923)

6
5
4
8

(

922)

3
7
9
1

日
時

12
月
9
日
(火)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

古
賀
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
2
階
2
0
1
研
修
室(

古
賀

FAX FAX FAX FAX

市
庄
2
0
5)

相
談
内
容

▽
旧
軍
人
の
恩
給

▽
戦
傷
病
者
へ
の
援
護

▽
戦
没
者
等
の
遺
族
へ
の
援
護

▽
そ
の
ほ
か
援
護
業
務
全
般(

補
装
具

の
受
付
業
務
は
除
く)

※
　
12
月
4
日
(木)
に
久
留
米
市
役
所
で

も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
国
保
・
援
護
課

(

643)

3
3
0
2

(

643)

3
3
0
3

日
時

▽
12
月
18
日
(木)
▽
平
成
16
年
1

月
8
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

5
―

14
―

7)

定
員

各
6
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

12
月
12
日
(金)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

FAX FAX

相
　
談

入
居
者
募
集

空
家
の
あ
る
県
営
住
宅

あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の
1
枚
を

「
日
本
の
朝
日
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

恩
給
や
援
護
に
つ
い
て

移
動
相
談
会

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

く
ら
し
・
事
業

な
ん
で
も
相
談
会

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

住
宅
相
談

し
ょ
う



情
報
ひ
ろ
ば

13

市
内
に
は
小
倉
と
須
玖
に
二
つ
の
住

吉
神
社
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
小
倉
の

住
吉
神
社
は
、
村
の
中
心
の
神
社
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
福
岡
で
は
、
博
多
駅
の
西
に
あ
る

住
吉
神
社
が
有
名
で
す
が
、
全
国
的
に

は
、
神
殿
が
国
宝
と
な
っ
て
い
る
大
阪

市
住
吉
区
の
住
吉
神
社
が
中
心
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
住
吉
神
社
の
分
布

を
見
る
と
、北
部
九
州
と
関
西
に
多
く
、

港
湾
や
漁
業
の
基
地
が
あ
る
所
に
祭
ら

れ
て
い
ま
す
。

住
吉
神
は
、
底
筒
之
男
命

そ
こ
つ
つ
の
お
み
こ
と

、
中
筒
之

な
か
つ
つ
の

男お

命
、
上
筒
之
男

う

わ

つ

つ

の

お

命
の
三
神
で
す
。
神

話
で
は
、
伊
邪
那
岐
命

い

ざ

な

ぎ

の

み

こ

と

が
黄
泉

よ

み

の
国
か

ら
逃
げ
帰
り
、水
中
で
禊

み
そ
ぎ

を
し
た
と
き
、

水
底
、
水
中
、
水
上
に
生
じ
た
神
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
底
津
綿
津
見

そ

こ

つ

わ

た

つ

み

命
、
中
津
綿
津
見

な

か

つ

わ

た

つ

み

命
、
上
津
綿
津
見

う

わ

つ

わ

た

つ

み

命

も
出
現
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
綿
津
見
神

は
、
古
代
氏
族
安
曇

あ

ず

み

氏
と
関
係
が
深
い

神
で
、
志
賀
島

し
か
の
し
ま

の
志
賀
海

し

か

う

み

神
社
が
主
要

な
神
社
で
す
。
神
功
皇
后

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

伝
説
と
も
関

係
す
る
住
吉
神
は
、
航
海
や
軍
事
を
司

る
神
と
し
て
、
大
和
朝
廷

や
ま
と
ち
ょ
う
て
い

と
も
深
く
結

び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
三
神
の
構
造
は
、
宗
像
三
女
神

む
な
か
た
さ
ん
じ
ょ
し
ん

と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。住
吉
神
、

綿
津
見
神
、
宗
像
神
は
、
航
海
、
漁
業

の
神
で
、
す
べ
て
北
部
九
州
と
深
い
関

係
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
漁
業
、
交

易
に
従
事
し
、
海
を
生
活
の
舞
台
と
し

て
い
た
人
々
が
、
海
で
の
安
全
を
祈
っ

た
神
々
で
す
。

彼
ら
は
、
遠
く
船
を
乗
り
出
し
て
、

朝
鮮
半
島
や
中
国
と
の
交
易
を
行
い
ま

し
た
。
本
来
、
北
部
九
州
の
各
勢
力
が

信
仰
し
て
い
た
神
を
、
大
和
朝
廷
が
朝

鮮
半
島
と
の
交
易
権
を
北
部
九
州
勢
力

か
ら
奪
取
し
て
自
分
に
掌
握
す
る
な
か

で
、
北
部
九
州
の
海
の
神
を
自
己
の

神
々
の
中
に
取
り
入
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
時
期
は
古
墳
時
代
で
し
た
。
交
易

権
は
、
海
を
支
配
す
る
軍
事
的
実
力
を

も
っ
て
成
立
し
ま
す
。
こ
の
軍
事
的
側

面
が
、
朝
鮮
半
島
に
軍
事
的
に
侵
攻
し

よ
う
と
し
た
伝
説
が
残
る
神
功
皇
后
と

住
吉
神
を
結
び
つ
け
ま
し
た
。

小
倉
の
住
吉
神
社
に
も
そ
の
伝
承
が

残
っ
て
い
ま
す
。「
牛
の
舌
餅

し
た
も
ち

と
半
煮

え
料
理
」
で
す
。
神
功
皇
后
が
三
韓

さ
ん
か
ん

に

渡
る
と
き
、
こ
の
村
に
立
ち
寄
り
、
村

人
の
歓
迎
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
急
ぎ
の
旅
ゆ
え
、
時
間
が
な
く

料
理
は
半
煮
え
、
餅
は
煮
え
す
ぎ
て
柔

ら
か
く
な
り
す
ぎ
、
牛
の
舌
の
よ
う
な

形
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
料
理

は
神
社
の
最
も
大
切
な
行
事
、
宮
座

み

や

ざ

の

と
き
に
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
し
き
た
り

は
、
現
在
も
小
倉
地
区
の
人
々
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

299
住
吉

す
み
よ
し

神
社
１
　
住
吉
三
神

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
は
、
対
象
者
に
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

対
象

▽
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
人(

恩
給
欠
格
者
・
遺
族)

▽
終
戦
の
た
め
、
日
本
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人

※
　
請
求
書
類
は
市
福
祉
計
画
課
に
あ

り
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
請
求
し
た

人
は
、請
求
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金

0
1
2
0(

234)

9
3
3

h
ttp
://w
w
w
.h
e
iw
a
.g
o
.jp
/

農
業
所
得
の
計
算
方
法
が
、
平
成
16

年
分
か
ら
、
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費

を
差
し
引
く
「
収
支
計
算
」
に
な
り
ま

す
。1

月
1
日
以
降
は
、
収
入
金
額
が
分

か
る
書
類
や
必
要
経
費
の
領
収
書
な
ど

を
必
ず
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

(

923)

1
4
0
0

日
時

12
月
17
日
(水)

午
後
2
時
〜
4
時
30
分(

予
定
）

場
所

福
岡
市
民
会
館
（
福
岡
市
中
央

区
天
神
5
―

1
―

23
）

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

(

711)

9
1
3
2

(

731)

8
8
3
9

消
費
税
法
の
主
な
改
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
事
業
者
免
税
点
制
度
の
適
用
上
限

FAX

を
、
1

0
0
0
万
円(

現
行
は

3

0
0
0
万
円)

に
引
き
下
げ

○
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
を
、

5

0
0
0
万
円(

現
行
は
2
億
円)

に
引
き
下
げ

○
1
カ
月
ご
と
の
課
税
期
間
の
特
例
を

追
加

○
直
前
の
年
税
額
が
4

8
0
0
万
円

(

地
方
消
費
税
込
み
で
6

0
0
0

万
円)

を
超
え
る
事
業
者
は
、
中
間

申
告
を
毎
月(

現
行
は
3
カ
月
ご
と)

行
う

○
総
額
表
示
の
義
務
付
け

(

表
示
例)

▽
1
0

2
9
0
円

▽
1
0

2
9
0
円(

税
込)

▽
1
0

2
9
0
円(

う
ち
消
費
税

4
9
0
円)

▽
1
0

2
9
0
円(

本
体
価
格

9

8
0
0
円)

な
ど

※
　
不
明
な
点
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署
総
務
課

(

923)

1
4
0
0

そ
の
他

書
状
を
贈
り
ま
す

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

農
業
所
得

福
岡
中
央
労
働
基
準
協
会

改
正
労
働
基
準
法
無
料
説
明
会

平
成
16
年
4
月
1
日
か
ら
適
用

消
費
税
法
改
正

牛の舌餅と半煮え料理



子
ど
も
が
好
き
な
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
が
あ
る
高
校
生
以
上
の
人
が

対
象
で
す
。

日
程
・
内
容

①
12
月
6
日
(土)

児
童
セ
ン
タ
ー
の
活

動
内
容
説
明
、
仲
間
作
り
ゲ
ー

ム
、
あ
そ
び
体
験

②
12
月
13
日
(土)

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の

実
演
・
製
作

③
12
月
25
日
(木)

ぱ
れ
っ
と
館
訪
問

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

光
町
児
童
セ

ン
タ
ー

12月 
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１�

須玖南１－９１�

光町児童センター�
（５０１）７０１４ �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

ハイハイたんぽぽ広場�

午前11時～正午�

職員に挑戦！道場やぶり�

午後4時～4時45分�

おはなしひろば（10、11、12月の誕生会）�

午後3時～3時30分、10～12月生まれの人�

囲碁教室�

午後2時～4時、小学生以上、10人�

和紙で花作り（かえで）　午後1時30分～3時�

30分、小学生以上、10人、200円�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分　�

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�

インラインスケート教室　午後1時30分～�

3時30分、小学生以上、10人�

あそびのリーダーボランティア講座①�

挑戦ギネス　午後2時～3時�

あそびの出前児童センター�

午後1時30分～3時、場所：大谷小学校（谷っこ�

ホール）�

あつまれ！ボランティア�

午後2時～4時、小学生以上�

スカッシュ対決毛勝バージョン�

午後2時～3時、小学4年生以上、2人1組�

ハイハイ広場(0歳児向き） �

午前11時～11時30分�

1日、8日、15日、16日（安全点検日）、22日、23日（天皇誕生日）、29日～31日（年末休み）�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは12月2日(火)午後5時から受け付けます。（電話可、小学生以上は本人が申込、1人1行事まで）�

※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。お問い合わせください。�

たんぽぽ広場　午前11時～正午�

2日、9日（クリスマス会）�

クリスマスグッズ作り　午後1時～2時�

小学3年生以上、15人、100円�

サッカー教室　午後2時～3時30分�

小学生以上　※持っている人はボール持参�

さっさとおそうじ！ずるずるおそば！�

午後2時～4時、おわん・はし持参　�

みんなで楽しく大掃除！　午前10時～正午��

年越しそばを食べよう　午後2時～3時�

おわん・はし持参、当日先着50人�

大掃除をして年越しそばを食べよう�

午後2時～4時、おわん・はし持参、�

当日先着30人�

クレープパーティ　午後2時～4時�

小学生以上、12人、200円�

ピヨピヨ広場　午前11時～11時40分��

2日、19日�

アップル広場　午前10時30分～11時10分��

2日�

クリスマス会　午後3時～4時30分�

ジュニアボランティアぱれっと館訪問　午後2時～4時�

あそびのリーダーボランティア講座③�

クリスマス会　午後2時～4時30分�

さくらんぼ広場　午前11時～11時40分�

場所：春日公園公民館　※駐車場なし�

一輪車でゴー!ゴー!！�

午前10時30分～正午�

あそびのリーダーボランティア講座②　�

ヨチヨチ広場（1歳児向き）�

午前11時～11時30分�

パパぱっとできた！（リース作り）�

午前10時30分～正午、5歳以上（保護者同伴）、　�

10組、200円�

おかしバンザイ(クッキー作り）�

午後2時～4時　場所：いきいきプラザ、�

小学校低学年10人・高学年5人、200円�

クリスマスカードづくり　午後2時～3時�

小学生以上、10人、100円�

人形劇をやってみよう　午後2時～3時�

小学3年生以上、10人�

クリスマス会　午後3時～4時30分�

ハイハイ・ヨチヨチ広場（0～1歳児向け）�

午前11時30分～正午�

すくすく育児相談　午前10時～正午�

今日のおはなしな～に？　午後2時～2時30分�

めざせオリンピック　午後3時～4時�

4日（木）�

6日（土）�

5日（金）�

7日（日）�

9日（火）�

11日（木）�

12日（金）�

13日（土）�

14日（日）�

20日（土）�

21日（日）�

25日（木）�

24日（水）�

26日（金）�

27日（土）�

幼児向け�
遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

午前10時～午後5時�

参
加
者
募
集

「
あ
そ
び
の
リ
ー
ダ
ー
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
　 あ

そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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も
っ
と
上
を
目
指
し
て

職
場
体
験

春
日
北
中
の
2
年
生
2
人(

○季
さ
ん
・

○夢
さ
ん)

が
、
職
場
体
験
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
広
報
の
仕
事
を
簡
単
に
説
明
し

た
後
、
実
践
が
大
切
と
散
歩
道
を
書
い

て
も
ら
い
ま
し
た
▼
『
市
役
所
の
広
報

に
職
場
体
験
に
来
ま
し
た
。
実
際
に
市

報
の
原
稿
を
作
り
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ

ン
に
慣
れ
て
い
な
い
私
に
は
、
と
て
も

時
間
の
か
か
る
作
業
で
し
た
。
広
報
の

業
務
は
、
そ
ん
な
作
業
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
く
ら
慣
れ
て
い

て
も
大
変
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
学

校
で
は
学
べ
な
い
貴
重
な
経
験
が
で
き

て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
、
将
来
の
自
分
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
○季
』
▼
『
私
は

将
来
、
事
務
の
仕
事
に
就
き
た
く
て
市

役
所
に
職
場
体
験
に
来
ま
し
た
。
広
報

の
人
た
ち
は
明
る
く
、
少
し
ず
つ
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
市
報
を
作
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
の
顔
つ
き
は
真
剣
。
ま
る

で
別
人
の
よ
う
で
し
た
。
普
段
気
が
付

か
な
か
っ
た
工
夫
も
あ
り
「
だ
か
ら
読

み
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
く
な
る
ん
だ
な
」

と
納
得
し
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
を
将

来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
○夢
』

▼
短
時
間
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
文

章
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
編
集
長
○川

は「
私
よ
り
書
く
の
が
早
い
！
」
と
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

○k

な�る�ほ�ど�

親子映画会で上映する｢ジャン
グル大帝｣。主人公の名前は？

①リオ
②レオ
③パオ

市内の保育所(園)の数は？

①10カ所
②11カ所
③12カ所

人権のキャラクター名は？

①人権つとむくん
②人権まもるくん
③人権ひとしくん

平成16年4月に移転するの
は？

①春日南交番
②春日原警部交番
③下白水警部交番

春日市介護保険運営協議会
は年何回程度？

①4回
②8回
③12回

10人に図書券（500円分）が当たります！

問１�

問２�

問３�

問４�

問５�

問1 ②クリーン作戦
問2 ①冬鳥の生態
問3 ③20人
問4 ③天神山
問5 ①つくしぴあ

（応募総数　45通）

応募方法 ハガキに、①この市
報の月日号②答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に対する
ご意見などを書いて送ってく
ださい。
あて先 〒816－8501春日市役
所広報担当
締め切り日　12月22日(月) (必
着)
※　答えはすべてこの市報の中
にあります。なお、賞品の発
送をもって発表に代えます。

前
回
の
答
え

10
月
12
日
に
ア
ク
シ
オ
ン
福
岡
で
行
わ

れ
た
第
15
回
福
岡
県
小
・
中
学
生
な
ぎ
な

た
錬
成
大
会
。
そ
の
「
演
技
競
技
の
部
」

で
、
梛な
ぎ

の
会
の
山
本
さ
ん
と
三
宅
さ
ん
の

組
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
な
ぎ
な

た
の
基
本
動
作
や
技
を
組
み
合
わ
せ
た

「
し
か
け
」「
応
じ
」
の
2
つ
の
役
割
に
分

か
れ
て
演
技
を
し
、
そ
の
技
の
優
劣
を
競

う
こ
の
部
門
。
2
人
の
呼
吸
が
合
う
の
は

も
ち
ろ
ん
、
基
本
的
な
技
術
や
礼
儀
作
法

に
つ
い
て
も
高
い
レ
ベ
ル
が
要
求
さ
れ
ま

す
。そ

も
そ
も
2
人
が
な
ぎ
な
た
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
山
本
さ
ん
は
「
練
習
の
様

子
を
見
て
カ
ッ
コ
イ
イ
と
思
っ
た
」、
三

宅
さ
ん
は
「
お
姉
ち
ゃ
ん
が
練
習
に
来
て

い
た
」
か
ら
。
す
っ
か
り
な
ぎ
な
た
に
は

ま
っ
た
今
で
は
、
練
習
で
体
を
動
か
す
こ

と
が
と
て
も
楽
し
く
、
中
で
も
「
形
」
が

決
ま
っ
た
時
の
嬉
し
さ
は
格
別
だ
と
か
。

そ
れ
か
ら
、
練
習
が
早
く
終
わ
っ
た
時
に
、

み
ん
な
で
遊
ぶ
の
も
楽
し
い
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

の
目
標
を
尋

ね
る
と
、
山

本
さ
ん
は

「
大
会
の
個

人
戦
で
金
メ

ダ
ル
と
賞

状
、
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
も
ら

い
た
い
」
、

三
宅
さ
ん
は

「
大
会
で
１

位
を
目
指
し

て
頑
張
り
た

い
」
と
、
元
気
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

は
っ
き
り
と
し
た
目
標
を
持
ち
、
や
る

気
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
の
2
人
。
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
　
梛
の
会
で
は
、
な
ぎ
な
た
を
習
っ
て

み
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

梛
の
会
代
表
　
石
内
い
し
う
ち

千ち

恵
子
え

こ

(

501)

5
3
1
2

曇
り
の
ち
晴
れ
・
な
る
ほ
ど
K
A
S
U
G
A
・
散
歩
道
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山本
やまもと

志織
し お り

さん（右・大谷小4年）

三宅
み や け

香奈
か な

さん（左・春日小4年）



10月26日、いきいきプラザを中心とした会場で、いき

いきフェスタ春日2003が開催されました。

会場では、体力測定コーナーや福祉活動紹介コーナーな

ど、誰でも楽しく参加できるイベントが数多くあり、一日

中にぎわいを見せていました。

また、今回は各種福祉活動に役立つアルミの空き缶の持

参を呼び掛け、予想を上回る943個が集まりました。

11月1日から3日の3日間、ふれあい文化センターなど

で、毎年恒例の文化祭が盛大に行われました。

会場では、たくさんのすばらしい展示作品や、ステージ

発表などが行われ、訪れた市民を魅了しました。

また、屋外では、各市民団体によるバザーなども行われ、

にぎわいました。

市 の 人 口

●総人口 108,870人

（前月比+24人）

女 55,435人　男 53,435人

●世 帯 数 42,309世帯

●転 入 584人　　●出 生 102人

●転 出 596人　　●死 亡 37人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲11月8日　消防フェスティバル

市
報
か
す
が
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月
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日
号
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/

印
　
刷
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

11月2日、文化祭で行われたお茶会の
様子。大人に混じって、幼稚園児や小学
生も見事なお点前を披露しました。

表
紙
の
写
真

(10/31現在)


